
株式会社平成建設は、高齢化社会における終の棲家のあり方を体現した「ほとりの家」（別紙１）と北海道にお

いて主伐期を迎えたトドマツを利用した「未来のまちに贈る家」（別紙２）について2018年グッドデザイン賞を

受賞しました。

当社では創業以来、減少する大工の復権を図る組織をつくり（2013年グッドデザイン賞受賞）、

日本伝統の技術を現代建築に応用する取り組みを行っています。この度の受賞を機に、さらにものづくりに

おけるデザインの活用を積極的に推進し、ブランドイメージの向上に努めてまいります。

グッドデザイン賞受賞展「GOOD DESIGN EXHIBITION 2018」に出展
本年 10 月 31 日（水）から 5 日間にわたり、東京ミッドタウンで開催される、最新のグッドデザイン全件が集まる受賞展
「GOOD DESIGN EXHIBITION 2018」において「ほとりの家」「未来のまちに贈る家」が特別展示で紹介されます。

グッドデザイン賞とは
1957年創設のグッドデザイン商品選定制度を継承する、日本を代表するデザインの評価とプロモーシ
ョンの活動です。国内外の多くの企業や団体が参加する世界的なデザイン賞として、暮らしの質の向上
を図るとともに、社会の課題やテーマの解決にデザインを活かすことを目的に、毎年実施されています。
受賞のシンボルである「Gマーク」は優れたデザインの象徴として広く親しまれています。
ht tp : / /www .g -ma rk . o rg /

報道各位

※「ほとりの家」「未来のまちに贈る家」の写真データを用意しています。下記お問い合わせ先までご請求ください。

2018年10月3日

GOOD DESIGN EXHIBITION 2018 - 2018 年度グッドデザイン賞受賞展 -
会期：10 月 31 日（水）～11 月 4 日（日）
会場：東京ミッドタウン（東京都港区六本木）
http://www.g-mark.org/gde2018/

このプレスリリースに関するお問い合わせ先
株式会社平成建設　広報担当：安藤　TEL：055-962-1000　E-mail：heisei@heiseikensetu.co.jp

平成建設ウェブサイト　https://www.heiseikensetu.co. jp/

200人を超える大工集団を擁する平成建設

「ほとりの家」「未来のまちに贈る家」が

 “2018年グッドデザイン賞” を受賞

ほとりの家 未来のまちに贈る家



報道各位
（別紙1）

グッドデザイン賞ウェブサイトでの紹介　http://www.heiseikensetu.co. jp/company/award.html

2018年10月3日

1）概要
　日本三大清流、柿田川のほとりに佇む老夫婦のための終の棲家。この住宅は、年老いた夫婦が地域と
関わりながら過ごしていけるよう計画されている。会社勤めを終えた高齢者は、社会と繋がるきっかけ
が徐々に減り、コミュニティー形成が難しい。本プロジェクトは高齢化社会における「終の棲家」の在
り方を考えている。１階には、大空間フリースペースを配置。普段は夫婦のLDKとして使用するが、
様々な用途で地域に開放している。また、家のシンボルとなる湾曲屋根は、異なる性質のパブリック空
間とプライベート空間を緩やかに繋ぎ統合している。

「ほとりの家」グッドデザイン賞 受賞

2）評価のポイント ― 審査員のコメント
　高齢者の「終の棲家」こそ、地域に開き、地域とつながるべきである、との考えのもと、リビングを
大胆に開くという試みが高く評価できる。リビングは川に向かって大開口をもち、屋外のデッキと連続
する。多くの方が集まってくるであろうことが容易に想像できる、気持ちの良い空間となっている。 
　また、長辺方向に湾曲した大断面集成材の梁をかけた構造計画もこの住宅の特徴となっている。高齢
者住宅の一つのあり方を提示した、優れたプロジェクトであろう。住宅でありながらも、地域コミュニ
ティの形成に寄与し、地域のシンボル的な場所になっていくことを期待したい。



報道各位
（別紙2）

グッドデザイン賞ウェブサイトでの紹介　http://www.heiseikensetu.co. jp/company/award.html

2018年10月3日

「未来のまちに贈る家」グッドデザイン賞 受賞

1）概要
　持続可能な社会とは、循環型資源の活用（物）と地域コミュニティーの存続（人）を両輪として成
り立つとの考えに立ち、地場産木材を豊富に活用し、従来の住宅と非住宅の境目を超えた生活空間を
提案した。強固な木の「ガランドウ」は、様々な用途を受け入れ、住宅、店舗、集いの場等として使
い継がれてゆく。山と街の共存を目指したビルディングタイプである。

2）評価のポイント ― 審査員のコメント
　人・資源・エネルギーの循環が、建築デザインのもとに統合され、地域性の獲得へつなげられてい
る。これは建築という存在がなしうる大きな可能性である。将来にわたって地域へ開かれうる空間構
成、主伐期を迎えた人工林資源を活用するための構法・構造の開発、寒冷地でのモデルになり得る複合
的なエネルギー利用など、意匠、構造、設備の試みが極めて高次元で統合された建築作品であることが
評価された。


